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図５ 北海道１例目の陽性像。PrPSC陽性所見に注目。顆粒状のプリオンが検出される。 
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図６ B103 による免疫染色と切片の塩酸前処理効果。（埼玉例） 
通常は蒸留水を用いた 121℃20 分のオートクレーブ処理を行う。塩酸処理ではプリオン陽性反応

は強くなるが、核に非特異染色が観察される。塩酸処理は必要時に確認目的で行うことがある。
 


